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巣計測
巣計測
平均・計6．6595
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を含め23種を記録した(表1，2）｡センサスでのべ2196
羽を記録したマガモが最優占種であり，水辺'性烏類の
うち44％を占めた。次いでカワウ(26％)，ホシハジロ
（17％)，コガモ（9％)，カルガモ（2％）となった妻
これらの上位5種で水辺性烏類全体の記録の98％を占
めた。マガモ，ホシハジロ，コガモは冬季を中心とし
て古洞池に渡来し群れで生息するカモ類であるが，そ
の渡来状況の変動は大きかった。
調査回数に対する出現率のl～10位までの種は表7
のとおりである。出現率が高い種ほど，周年見られる
ことを示し，留鳥性が高くかつ古洞池における普通種
とみなすことができる。
古洞池開水面での利用地域の状況をみると，どんぐ
り橋より南側の部分では，アオサギが水面に残された
スギ枯木で，カワウが池のまわりの樹木で営巣し，そ
の周辺を利用していた。どんぐり橋より北側の部分で
は，カモ類が水面を利用し，オジロワシ等の猛禽もカ
モをねらいよく出現した。ミサゴはどんぐり橋東の入
り江から南側一帯を利用することが多かった。図4で
はその利用地域状況を示した。
調査期間中（1995年7月）には魚（ブラックバス）
が増えて群泳するのが見られ，現在は魚食性鳥類にと
って好適な環境となっていると思われる。しかし，ブ
ラックバス自体が移入されたものなので在来の魚類の
生息を妨げていると考えられる。このように魚類相の
豊かさや安定度が不明であり，今後古洞池の魚食性鳥
類の生息状況がどのように変化していくのかは予測で
きない。小魚がいなくなると，カワセミなどの小・中
型の魚食性鳥類が生息できなくなるなるおそれもある￥
植生面で見ると，隠蔽植物，抽水植物が少ないこと
により，水辺性鳥類が限定されている。例えばクイナ
類のように水辺のアシ原を隠れ場所としているような
烏種が見られない。わずかながらも水辺の植生がある
場所には主にカイツブリが生活域としていた。このよ
うに環境推移帯の環境が単調なことで，水辺性鳥類が
いまひとつ多くないので，汀線の植生を積極的に保護
育成することにより，さらに多くの烏類が生息すると
考えられる。
②陸烏
陸烏は補足調査を含め62種を記録した。センサスで
の記録個体数は水辺性鳥類の4969羽に対して1264羽で
あり，今回カバーした調査地域で出現した烏のほぼ5
分の1であった｡個体数での最優占種はツグミの184羽
（14.6％)，以下エナガ（9.3％)，ホオジロ（8.0％)，
シジュウカラ（72％)，ヒヨドリ（7.2％）であった。
ツグミは秋の渡りの時季に群れを記録したことで優占
表5古洞池におけるアオサギの巣の計測例
巣N，稀
内径
(cm；
厚さ
／ミ
(cmノ
満水位からの向き備考
高さ(c､）
東
南樹冠部
80×7040×353{~;
90×8036×404曙3農
70
110
表6古洞池周辺で確認した猛禽類
種名レッドデータブック指定主な記録
1995年繁殖,巣立ち
1996年繁殖失敗
7-1V-96,繁殖の可能性
(警戒行動）
14-XII-96,1羽
27-11-95,2羽’-11-
97,1羽
1995年繁殖,巣立ち
1996年繁殖失敗
23-1X-95,1羽
23-X-95,1羽
23-V1-95,1羽繁殖の
可能性
ﾐサゴ危急種
トビ
ノスリ
オジロワシ絶滅危倶種
オオタカ危急種
???
????
危急種
表7古洞池における水辺性烏類の出現率
順位種名 出現率
100％
90.90％
81.80％
72.70％
63.60％
54.50％
36.40％
27.30％
1820％
????? ???ー?
??????????? ?????????
置は行わなかった。また，繁殖活動終了後，営巣地の
周辺環境の記録を行った。
②調査結果
1997年1月現在調査活動が終了していないので，本
稿では簡略な結果報告にとどめたい。表6のようにワ
シタカ類7種，フクロウ類1種を確認した。
考察
I・環境別生息状況
①水鳥・水辺烏
水鳥・水辺烏（以下水辺性鳥類と記す）は補足調査
99
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身f：
表8古洞池周辺における陸烏の出現率
順位種名 出現率
2625鋸
ホオジロ，シジュウカラ
エナガ，ヒヨドリ，ヤマガラ
メジロ，イカル
キジバト，コゲラ，ウグイス
カケス，ハシボソガラス
90.90％
8L80％
72.70％
????
コ
ヨ63.60％
5．148．2711．122．274．217．139-1518．2312．1日1・望3．12
月.日（1994～96）
表9古洞池における鳥類の生息状況類型
図5古洞池周辺の鳥類の種類の変動
単位千
???27酌
???
689
／〆
8654
－ノ
5.148.2711.122.274.217.139.15畑.2312.181.望3.12
月日（1994～96）
図6古洞池周辺の鳥類の個体数の変動
夏烏（繁殖種および繁殖予想種）の比率が高いといえ
る。
動物性食性を示す種は85種中57種（67％）にのぼる：
これは，調査地の山林が地滑り崩壊地であることもあ
って下層植生が比較的貧弱なので，植食性の烏種が生
活しにくいこと，魚食性の鳥類および猛禽類がかなり
の種数にのぼること，樹冠部や林内空間を利用し昆虫
を採食する烏種が生息することが原因していると考え
られる。
都市順応型といえるキジバト，ツバメ，モズ，トビ
キジ，ヒヨドリ，セグロセキレイ，ハクセキレイ，ス
ズメ，ハシボソガラス，ハシブトガラスのような烏種
も多く記録された。このうちスズメ，セグロセキレイ
は営巣も確認した。いずれも照明灯，取水施設といっ
た人工構造物を利用していた。またダム近辺の施設の
残飯，ゴミに集まるカラス類も見られた。
度が大きくなったものであり，通年での最優占種はエ
ナガといえる。
調査回数に対する出現率の上位12種は表8のとおり
である。
植生と陸烏との関連では，どんぐり橋西側台地上や
園路周辺に多いアカマツの若木が，冬季のカラ類の格
好の採餌場になっていることが確認できた。またスス
キ等のイネ科草原や林縁には，ホオジロ科鳥類が多く
生息していた。秋に実をつけるヒサカキ等の低木が多
く，急斜面では積雪がずれやすく地上が露出し，シロ
ハラ等のツグミ類の越冬地として好適である。落葉広
葉樹に混じりアカマツの高木が散在し，オオタカ等の
猛禽の営巣環境，イカルの生息環境として良好である≦
11．構成種
記録した85種を，富山県の低地・丘陵地帯における
鳥類の一般的な生息状況で表9のように便宜的に類型
化し，表1および2の種名の後に記した。その集計を
行うと，表10のようになった。これは，県内の低地・
丘陵地として一般的な結果であろう。呉羽丘陵の調査
結果（山野・穴田，1994）に比較すると，牛岳方面の
低山地帯とつながった古洞池周辺の方が，留鳥および
111．季節変動
渡りの時季にはヒヨドリ，ツグミ，アトリ，冬季に
ハギマシコなどの群れが観察された。古洞池の北東に
は呉羽丘陵が連なり，南に続く丘陵からは飛騨山地に
至り，多くの小鳥類の渡りのルートになっている。本
9§
生息域の類型
略???定義
水烏および水jZ
烏。水域を主と
生息場所とすそ
鳥類
森林性の陸烏
樹林や山地を主
な生息場所とす
る烏類
都市や農耕地を
主な生息場所と
する烏蕊
渡りの類型
略号?????
三一●疋 才
留鳥。古洞池周辺に
通年生息する鳥類
夏烏。古洞池周辺に
夏季に渡来する烏簿
冬鳥。古洞池周辺に
冬季に渡来する烏舞
旅烏。古洞池周辺を
春秋通過する鳥類
迷烏。古洞池に偶烈
飛来した烏奨
湯浅輝久・山野浩平・篠田耕児
表10古洞池の鳥類の生息状況類型別種数
（）内は呉羽丘陵(山野・穴田，1994》
地域の南東に位置する国設1級婦中鳥類観測ステーシ
ョンでは，これらの渡り鳥を主な対象として，筆者ら
が標識調査を行っていて，1973年から1995年までに，
野生化した飼烏2種を含め82種の記録がある（山階鳥
類研究所，1973～1996)。精査すれば，呉羽丘陵～鳥類
観測ステーションにかけて移動する烏種が古洞池にお
いて記録されると思われる。
種数は，県内の低地・丘陵地帯と同じく春秋の渡り
の時季に増加し,夏冬にやや減少する傾向を示した(図
5）。呉羽丘陵の結果（山野･穴田，1994）では，4月
に59種，11月に43種の顕著なピークがあるのに比べて
その傾向は弱かったが，これは渡り時季の調査回数が
少ないことによると思われる。
個体数は，越冬するカモ類が多数水面に生息するた
め，冬季に増加した(図6）。ただし種ごとの渡来状況
は年によって異なる。1996年秋～冬にかけて水抜きの
ためダム水位が10m以上も低下して水面が5分の1以
下に縮小し，ほとんどカモ類が生息しない時期があっ
た。また，厳冬期に水面が凍結することもあり，個体
数の変動が大きい。
がある。
夜間調査では西側園路付近でフクロウが記録された。
②カワセミ，ヤマセミ
カワセミおよびヤマセミは，水辺の環境の指標種と
して特筆される。今回の調査では古洞池をその生息域
の一部として利用していることが確認された。しかし．
古洞池に定着して営巣地に周囲の崖地を利用している
かどうかは，今回の調査ではわからなかった。観察回
数が少ないことから考えて，古洞池の北部では可能性
は少ないように思われる。
③カワウ
カワウは，過去には古洞池に生息せず，県内での繁
殖も記録されていなかったものが，おそらく日本国内
での繁殖地の移動により，1992年ころからめだった個
体群として観察（篠田による）されるようになった。
北陸三県では，福井県で1994年に繁殖初記録が報告さ
れている（松村･小嶋，1995)。古洞池は，カワウにと
って生息をおびやかされない烏獣保護区内で，人為的
な妨害も少ないことから，移入後急速に個体数を増や
し，本調査で1995年6月に57巣，12月に最大220羽の記
録をした。その後1996年には，西畔だけだった繁殖地
を東畔にも拡大している。古洞池ではカワウは通年生
息しているが，古洞池内の魚類を捕食する個体は比較
的少なく，繁殖個体の他は早朝に数羽～数十羽の群れ
で神通川，庄川などの県内の主要河川等に採食に出か
けることが多いと考えられる。その例として筆者の一
人山野は1993年11月10日の日の出直後に，呉羽丘陵の
稜線を北上する48羽の群れを観察している。
カワウは集団営巣が著しく，排池物により樹木を白
く汚し，やがて枯死させる。すでに古洞池においても
その傾向が進行している。日本各地で追われ，国内に
10数箇所しかコロニーが残っていない（中村，1995）
とされるカワウに十分な保護策を講じることが肝要で
ある。一方で，植生や景観の保護および他の水辺烏・
水鳥との共存等の課題も予想される。何らかの対策を
実施する際には詳細な生態調査を行う必要がある。
1V、特記すべき種
①猛禽類
ワシタカ類，フクロウ類等の猛禽類は食物連鎖の頂
点に位置し，生物の多様性を示す指標となっている。
また個体数が減少している希少種が多い。古洞池周辺
では，レッドデータブック危急種のオオタカおよびミ
サゴが定着し，ほぼ毎年営巣し繁殖活動を行っている‐
しかしいずれも1996年は繁殖に失敗している。遊歩道
や周辺地域の利用が増え，つねに警戒状態にさらされ
ていると思われ，営巣木の移動も予想される。このほ
かハヤブサ（危急種)，オジロワシ（絶滅危倶種）がカ
モ類をねらって池周辺に出現することが確かめられた￥
冬季ノスリが飛来することもある。一方，県内の低山
地に普通に見られるサシバが記録されなかったことはミ
オオタカなどの他のワシタカ類との競合による可能性
10［
陸烏森林11
都市，農耕地
水鳥・水辺烏
計
留鳥夏烏冬烏旅烏等
1413175
111
11215
36(37）16（5）28(33）5(38
???
???????
85(11〔
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④アオサギ
アオサギにとっても古洞池は天敵や人間による妨害
が少なく，安定した営巣木を利用できるので，好適な
営巣環境といえる。県内の一般的なアオサギのコロニ
ーにおいては，スギ等の高木の樹冠部を利用している
のに対し，古洞池においては，営巣木の下部まで利用
していることが特徴的である。その原因として妨害の
少ないことのほかに，他のサギ類との混成コロニーで
ないこと，開水面上で巣への出入りが容易なことが考
えられる。なお，将来はスギの枝が腐敗して落ちてい
き，営巣場所が少なくなっていくおそれがある。
V、人為的影響
ブラックバスをねらう釣り人がここ数年で急増して
いる。ダム近くの岸辺で釣るばかりでなく，ボートを
持ち込んで水面に出たり，岸辺の裸地をつたって奥地
にも入っている。水辺性鳥類への影響，猛禽類の繁殖
活動への影響が懸念される。一方バーベキュー客等が
増加して，出されたゴミによってカラス類やトビの増
加をもたらし，鳥類相に影響を与えることが心配され
る。また園路・遊歩道への車の乗り入れ（自転車も含
む）による繁殖鳥類への影響が心配される。とくに遊
歩道の利用がさかんになるにつれ，非常に警戒性の高
い猛禽類にとって，繁殖活動がしにくい状況になって
きている。1996年以降の状況からは営巣場所の移動も
しくは消滅も考えられるので，今後の追跡調査が必要
である。望ましい自然との接し方，利用のマナーの高
まりを期待したい。
10：
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